
「陸上自衛隊第１２音楽隊コンサート」

援
し
た
。

ま
た
、
会
場
駐
車
場
で
は
新
潟
県
自
衛
隊
援
護
協
力
会
「
マ
ル
ソ
ー
株
式
会
社
」

せ
て
会
場
全
体
が
一
体
と
な
り
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
手
拍
子
を
送
っ
た
。
演
奏
終
了

ロ
」
が
披
露
さ
れ
る
と
来
場
者
か
ら
は
惜
し
み
な
い
万
雷
の
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

衛
隊
第
１
２
音
楽
隊
（
隊
長　

１
陸
尉　

富
田
淳
子
）
に
よ
る
音
楽
演
奏
会
を
支

演
奏
会
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
曲
「
マ
ー
チ
エ
イ
プ
リ
ル
メ
イ
」
か
ら
始
ま
り
、
吹
奏

魅
了
し
た
。
中
で
も
日
本
文
理
高
校
吹
奏
楽
部
と
の
合
同
演
奏
で
は
演
奏
に
合
わ

来
場
者
は
「
初
め
て
来
ま
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
演
奏
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま

「
も
っ
と
練
習
を
し
て
あ
ん
な

会
を
行
い
、
自
衛
隊
に
対
す
る

た
い
で
す
。」
と
夢
を
語
っ
て

自
衛
隊
家
族
会
主
催
の
燕
三
条
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
陸
上
自

楽
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
様
々
な
年
代
が
楽

ロ
ビ
ー
に
は
開
催
を
楽
し
み
に
待
ち
わ
び
た
来
場
者
が
長
蛇
の
列
を
作
っ
た
。

新
潟
地
本
（
本
部
長　

１
陸
佐　

村
岡
史
朗
）
は
５
月
１
９
日
（
日
）、
三
条
市

し
め
る
曲
が
選
曲
さ
れ
、
音
楽
隊
の
奏
で
る
力
強
く
も
繊
細
な
音
色
は
来
場
者
を

後
に
は
、
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
と
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
え
「
エ
ル
・
ク
ン
バ
ン
チ
ェ

し
め
ま
し
た
。」
と
話
し
、
日

と
し
て
い
る
。

り
た
い
で
す
。」「
将
来
音
楽
隊

の
企
画
に
よ
り
実
現
し
た
自
衛
官
募
集
広
告
デ
ザ
イ
ン
ト
ラ
ッ
ク
を
展
示
し
、
自

た
聴
き
に
来
た
い
で
す
。」「
知

自衛隊新潟地方協力本部

風
に
上
手
く
吹
け
る
よ
う
に
な

い
た
。

本
文
理
高
校
吹
奏
楽
部
員
は

に
入
っ
て
ま
た
一
緒
に
演
奏
し

衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

っ
て
い
る
曲
も
多
く
と
て
も
楽

や
地
域
と
連
携
し
た
音
楽
演
奏

理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。」

新
潟
地
本
は
「
今
後
も
学
生


